
参考資料１－２ 

データヘルス計画について 

健康経営の推進について 



京都支部 データヘルス計画・着目した健康課題 

■健診受診率が少ない 

２９年度必達目標の健診受診率６５％（40歳以上の被保険者と被扶養者）と現状の受診率４１．５％（２４年度実績） 
以上のかい離がある。 

■健診後、生活改善・数値改善する者が少ない。 

健診の結果「要改善者」のうち、特定保健指導利用者の３割は、翌年には改善。 
一方で、「要改善者」の全体で見ると、８割は改善がない。 
 

■医療費※に占める割合の上位は、高血圧（４．９％）、糖尿病（３．４％） 
          ※H２４年度 疾病１２１分類 「生活習慣病」のカテゴリでの構成 

前回会議（H27/6）で 
使用した資料 

健康づくりを推進するためには、事業所を中心とした「健康経営」概念の 
浸透とその取組み支援が必要 
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京都支部 データヘルス計画・健診データの着目点 健診リスク保有率 

前回会議（H27/6）で 
使用した資料 

２３年度 

２４年度 

２５年度 

メタボリックリ
シンドローム 

腹囲リスク 血圧リスク 脂質リスク 代謝リスクリ
（血糖） 

喫煙リスク 

２３年度 １２．１％ ３１．９％ ３７．６％ ２６．３％ １３．２％ ３３．４％ 

２４年度 １２．０％ ３１．６％ ３７．７％ ２６．１％ １２．４％ ３３．０％ 

２５年度 １１．８％ ３１．８％ ３６．３％ ２６．３％ １１．６％ ３２．６％ 

前年増減 

２４年度 健診リスク保有率６項目のうち、血圧リスク以外は２３年度より減少 

２５年度 健診リスク保有率６項目のうち、４項目で前年より減少 
      ⇒ 医療費においても懸念があった血圧リスクが▲１．４％と大きく減少 
      ⇒ 前年より増加した腹囲リスク・脂質リスクにおいても０．２％と小幅増加 
         にとどまる。 
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京都支部 データヘルス計画の目標 

○上位目標 

疾病予防による医療費適正化を図ることが保険者に課せられた役割であることを鑑み、 
健診リスク保有率を減少させる。 

１．２４年度比で健診リスク保有率６項目について減少させる。 

２．被扶養者の特定健診受診率を平成２９年度末に３９％とする。 

目指す姿 実現に向けた具体策（抜粋） 

被保険者の健診リスクを引き下げるため、事業主及び
事業所担当者への健康経営に向けた取り組みの推進
を働きかける。 

事業所健康度診断を活用し、健康経営の考え方を広め、
取組みへの参加・健康意識の醸成を図る。 

被扶養者に対しては受診券直送時の訴求力を高めとと
もに、事業所（主）からの働きかけを行う。 

健診受診に結び付く健診機会の確保・拡大。 
付加健診など独自のサービスを展開し、行動変容を促す。 
 

 
CKD（慢性腎臓病）重症化予防の取組みを拡大する。 

 ※血圧、血糖値のコントロールが重要 

 
実施機関数を拡大し、保健指導者数を高める。 

○上位目標を達成するための下位目標 

前回会議（H27/6）で 
使用した資料 
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４. 糖尿病性腎症 
 重症化予防事業 

３. 保健指導 
受入事業所の拡大 

２. 被扶養者の 
健診受診率の向上 

１. 被保険者の 
健診受診率の向上  

＜目指す姿＞ 
 
■被保険者の健診リスクを 
  引き下げるため、事業主、 
  事業所担当者の健康経 
  営への取組みが進んで 
  いる。 
 
■被扶養者への受診券 
   直送時の訴求力があり、 
  事業所からの働きかけ 
  が出来ている。 
 
■糖尿病性腎症重症化予 
  防の取組みが拡大して 
  いる。 
 
＜数値目標等＞ 
 
 ①健診リスク６項目減少 
   （２４年度比） 
 ②特定健診受診率（被扶養者） 

     ３９％以上 
 ③糖尿病性腎症重症化 
     （CKD)予防取組み 
  

２９年度末時点 

８. PDCAによる 
運営体制 

(半期見直しサイクル維持） 

７.事業所・業界 
  団体・自治体 
    へ働きかけ 

６. ヘルスコミュニ 
ケーション推進 

５. 健康経営推進 
      総合提案 

保健グループ 

企画総務グループ 

京都ヘルスコミュニケーション 
  プロジェクト始動宣言 

PROJECT／LOGO作成 

GOAL! 
目指す状態 

健康経営マンガ広報（４回シリーズ） 

健康経営セミナー開催 

きょうと健康づくり実践企業 
認定制度登録推進 

   表彰審査の京都府への協力 

事業所健康度診断の案内 

職場への血管年齢測定機・ 
血圧計１週間レンタル（２８／３末まで） 

啓発・チラシ・アンケート 

出前・健康講座（１３０回） 

START! 
着眼点 

事業所モデルケース訪問 

規模・エリア別事業所訪問 

  健診リスク・ワースト 
業界・団体への提案訪問 

 傘下事業所への啓発活動推進 

  健診受診率・ワースト 
市区町村の事業所訪問 

     ２７上期検証・ 
下期活動計画立案 

 支部ＰＴ会議による 
運営体制 （２回/月） 

  健康経営実践事業所 
   組織化策の立案 

  事業所DB化 

   支援メニュー開発 

定期健診結果データ 
     取得業務委託 

対象事業所を抽出（8月中） 
事業起案・公示（9月） 

業者決定・事業開始（10月） 

実施機関の拡大 
（８月～１０月集中強化月間） 
大手30機関程度に案内（9月中） 

 

「家族健診の推進」ポスター 
     事業所への配布  

無料健診契約機関 
１０機関以上（27年度11機関） 

事業所を通じた健診受診の推進 
      （ポスター、健康度診断の活用） 

受診勧奨案内 
4月約10万件（済） 6月新規加
入6千件（済）9月末 5万件        

集団健診での付加サービス 
を追加実施（2月血管年齢測定） 
10月初事業起案・11月中発送業  

者決定・12月中発送       

扶養者のレセプト突合により 
    優先的対象者を抽出し勧奨        

保健師マンパワーの確保 
          （舞鶴、宇治方面） 

 

事業所への訪問勧奨        

保健師・管理栄養士の 
        営業力の強化    

２医療機関へ 
      アプローチ        

        

２８年度見直しプラン 
実施への準備      

スキーム再構築 

実施委託機関公募 

２次勧奨（未治療者） 

２４年度末時点 

■健診受診率が２９年度 
  目標値に対して、被保険 
  者・被扶養者ともに20％ 
  以上開きがある。 
 
■保健指導対象者の翌年 
  度の減少率で、保健指 
  導利用者の減少率は 
  29.1％であるが、未利用 
  者も含めた対象者全体 
  での減少率は19.5％と 
   低い。 
 
■医療分析により、医療費 
  （入院・入院外）の疾病 
  構成で１位が高血圧、 
  ２位が糖尿病である。 

専門外部委託への検討 
9月～12月    

京都支部 ２７年度データヘルス計画アクションプラン全体図 

H27.12現在 

４ 



健康経営は、従業員の健康づくり（投資）を積極的に行うことで、 
生産性・収益性を高めていくという考え方 

～『健康な従業員が収益性の高い会社をつくる。』という観点～ 

従業員の 
モチベーション低下 

生産性の低下 
（欠勤・早退等） 

疾病による労働力消失 
（事業機会のロスト） 

収益の悪化 

業績 賞与 

従業員 

健康状態に 
問題がある 

※家族 
企業 

課題 

解決 従業員の健康増進 生産性・収益性・企業価値の向上 

企業の健康に係る課題と「健康経営」について   
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 ★  職場を中心にした「ヘルス・コミュニケーション」の推進  ★ 

 「今とこれからの健康」をテーマに職場・家族・協会けんぽが共に考え、互いの健康に 
 関するコミュニケーションを密にし、健康的な職場・環境づくりに向けた取り組みを行う。 

ロゴマーク 

重点施策 

 事業所様へ、従業員様の健康を大切な経営資源と考え、健康増進に 
 向けた投資を行う「健康経営」の導入を勧奨。 

 事業所様へ健診や医療費データで従業員様の健康状態を提示。 

 経営者様と従業員様が、共に健康増進に向けた取り組みを進める 
 ための「コミュニケーションツール」、「健康づくりメニュー」を提供。 変容 

気づき 

改革 

京都支部の健康づくり取り組みについて 

基本方針 
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企業の「健康度」を見える化 → 経営陣の関心・気づき 

事業所健康度診断の提供 

従業員の健康状態を知る 
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コミュニケーションツールの提供 

職場での健康意識醸成 

①「血管年齢測定器」＋「血圧計」の１週間貸出 （１）「血管年齢測定機」＋「血圧計」 を職場へ１週間レンタル 

●食堂、休憩室等に設置 ●チラシ、ポスター、アンケートを用意 
●各３セットを２８年３月まで事業所様へ1週間単位でレンタル 

●職場へ講師を派遣 ●メンタル、生活習慣病、腰痛・肩こり対策等のメニュー 
●参加者５名以上 ●平日（９：００～１９：００）土・日・祝祭日も可能 

（２）「出前健康講座」、１３０回開催予定 （昨年実績８５回） 

無料です。 
次から次へレンタル 

無料です。 
回数・メニュー大幅増加 

・  ・ 
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職場・家族への健康づくり 

①「血管年齢測定器」＋「血圧計」の１週間貸出 （１）職場へ伺う特定保健指導 （約３割の方の健診結果が改善） 

●協会けんぽから事業所様へ従業員のご家族の健診受診状況を提示 
●事業場へのポスター掲示などで従業員様から家族へ健診の受診を促す 
●家族健診メニューを複数ご用意 
          （がん検診を含むミニドック、無料健診、集団健診など） 

（２）「家族健診の推進」 （事業所を通じて健診受診を推進） 

●従業員様の健診結果に基づき、保健師等と二人三脚で生活改善に6か月間 
  取り組む 
●２６年度は約1,900人の加入者様が保健指導を利用 

健診機関 
でも可能 

健康づくりのメニューの提供 

保健師・管理栄養士 
が訪問。 

京都府の保険者          
  広報を共同実施。 
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項目 上期の取組（主な） 下期の施策 

1.被保険者健診 
 受診率の向上 

○新規機関との継続交渉（１１機関） 
 

○３機関と新規契約締結 
○Ｈ28年度健診機関拡大に向けた方策作成 
○Ｈ28年度事業者健診データ勧奨の方策作成 

2.被扶養者健診 
 受診率の向上 

○イオン桂川周辺の方への個別勧奨 
○9/30に下期集団健診日程の受診勧奨 

○集団健診での付加サービス提供（血管年齢測定）【2月】 
○Ｈ28年度に向けた無料健診・ミニドック健診扱い機関の 
 募集 
○Ｈ28年度の方策作成 

3.保健指導受入 
 事業所の拡大 

○保健師等の退職、システム刷新後の不具合が多く、拡 
 大策を取れず。 

○初回面談訪問数の拡大 
○Ｈ28年度に向けた地域割での外部委託方策を作成 

4.糖尿病性腎症 
 重症化予防事業 

○健診と治療とが同一機関の対象者が少なく、方策の見 
 直しを検討することとする。 
 

○要治療・要精密検査対象者への受診勧奨時に重症化 
 予防を勧める方策を作成 

5.健康経営の推進 ○健康経営をテーマにしたマンガを広報誌に連載開始 
 （全４話 Ｈ27年9月～Ｈ27年12月） 

○Ｈ27年11月にセミナー開催 
「生き抜く力は、従業員の健康にあり 
          ～健康経営とストレスチェックの実践を～」 
 

6.ヘルスコミュニ 
 ケーションツール 

○１４社のモデル事業所にて先行実施、血管年齢測定機   
  血圧計を貸出 
  （アンケート結果は次頁） 
○出前健康講座（約８０講座実施済み） 

○貸出対象事業所数を拡大。 
 （７０社超、３／末まで予約満了） 
○事業所健康度診断を広報・提供し、事業所における健康  
   づくりを提案する。 

7.事業所・業界団体 
 自治体への働き 
 かけ 

○地域別健診受診率、業界別健診リスク等をもとに、訪問 
 対象事業所・団体を検討 
 

データヘルス計画２７年上期実施結果・下期施策進捗 
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1. あなたの年齢は？ 2. 血管年齢測定の結果は？ 3. ご自身の生活習慣について 
  どう思っていますか？ 

測定結果が「実年齢から(4歳以上) 
高かった」人の問3の回答 

アンケート結果の特徴 

・回答者（測定者）の年齢は、40代、50代が多く、合計すると約５０％となる。 
 

・全体の４２％が、生活習慣について、以前から見直しが必要であると感じており、
健康に対する関心がある程度高いことが窺える。 
 

・測定後に、生活習慣の見直しが必要と感じたのは、全体の２３％であるが、測定
結果が実年齢より4歳以上高かった層では、４０％となっており、測定が生活習慣
見直しのきっかけになったと考えられる。 
 
 

事業所担当者様の声 

・社員の健康管理に対する意識向上に大変 
 効果があった。 
 
・血管年齢を測定して生活習慣見直しの必要性 
 を感じた人が多かった。 
 
・従業員の積極的な行動を見て、血圧測定器の 
 設置を検討している。 
 
・血管年齢測定機のレンタルを来年もお願い 
 します。 

測定者の半数が、40～50代である。 実年齢より4歳以上高い人が４割強 
 
 

見直しが必要と感じている人が６割強 
 
 

測定後に見直しが必要と感じた人が４割 
 
 

血管年齢測定機アンケート結果   （総数14社 539人） 
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出前・健康講座について 
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平成２７年度データヘルス計画（PDCA）と今後の課題 

２７年度データヘルス計画・アクションプラン 

P・D・C・A 

上期実施 

２８年度データヘルス計画・アクションプラン 

下期実施 

P・D・C・A 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

月
２
回
の
進
捗
会
議 

＜事業進捗管理方法＞ 今後の課題 

４．協会に十分なマンパワーがない。 
 
 ■システム刷新による効率化が未知数 （人員シフトができない） 

２．事業所のうち、７割以上が従業員１０人未満、 
   健康増進にコストや労力をかけられない。 

１．協会けんぽと事業所の距離がある。 

 ■４万事業所というボリューム 
   事業主に「健康経営」の重要性が伝わっているか見えない。 
 

３．「加入者の顔が見えない」、「加入者と協会の 
   パイプがなく、直接訴えかけることが難しい」 
 

  ■ご本人４７万人、ご家族３７万人＝８４万人（京都府民の１／３人） 
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 ★  職場を中心にした「ヘルス・コミュニケーション」の推進  ★ 

 「今とこれからの健康」をテーマに職場・家族・協会けんぽが共に考え、互いの健康に 
 関するコミュニケーションを密にし、健康的な職場・環境づくりに向けた取り組みを行う。 

ロゴマーク 

重点施策 

 事業所様へ、従業員様の健康を大切な経営資源と考え、健康増進に 
 向けた投資を行う「健康経営」の導入を勧奨。 

 事業所様へ健診や医療費データで従業員様の健康状態を提示。 

 経営者様と従業員様が、共に健康増進に向けた取り組みを進める 
 ための「コミュニケーションツール」、「健康づくりメニュー」を提供。 変容 

気づき 

改革 

基本方針 

京都支部データヘルス計画の基本方針（健康づくり取り組み ） 
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平成28年度データヘルス計画・重点課題(追加） 

重点課題（追加） 

１．事業所を経由して如何に加入者に働きかけるか。 
  それには、事業主様（経営陣）が従業員・ご家族の健康に関心を持ってもらうことが重要 
  ■事業所健康度診断書の活用、わかりやすい広報（マンガ第２弾等） 

３．社員の健康管理（健康経営）に興味のある事業所を「健康経営推進事業所」として組織化する。 
  ■血管年齢測定機・健康講座利用事業所＝健康保険委員登録（継続性維持）＝健康経営推進事業所登録 

４．KEYとなる事業所に限定した訪問での重点的フォロー、成功事例等を集めて横展開する。～２９年度 

５．インバウンド体制の整備＝健康経営等に関するサポート・相談窓口の設置（専任スタッフ対応） 

２．事業主へ「健康経営（データヘルス計画）」取り組みを働きかけるため、関係団体（京都府中小企業 
  団体連合会、京都府商工会連合会、京都商工会議所）への協力依頼。 
  ■会議等での推進、広報協力、各種連携策の実施等 
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京都府中小企業団体連合会・京都府商工会連合会・
京都商工会との連携協力 

金融機関優遇サービス（企画中） 

事業所向け／従業員向け 

①健康度診断の提供により「生習病健診」 
  １００％受診を推進（扶養者健診の推進） 
  ⇒対策を強化（事業主健診の切替 
        事業主との連携による健診推進） 
②血管年齢測定機レンタル、健康講座による 
  行動変容を推進 
  ⇒健康保険委員限定（台数６台増設） 
③検査・治療、保健指導受入を推進 
  ⇒従業員変容アンケート、訪問勧奨 

健康 
診断 

ヘルスコミュニ 
ケーション 

リスク 
６項目減 

重症化 
予防 

健康 
経営 

 データヘルス計画 

きょうと健康づくり実践企業認証制度 

＝ 健康保険委員様 
登録事業所 

・登録数：       1,467社（  構成比3.6％） 

・被保険者数： 148,717人（構成比31.1％） 

・被扶養者数： 115,104人（構成比31.2％） 

【十分な規模がある】 

①組織化されている。 
②情報ツールがある。 
  （年４回の機関紙） 
③ITツールがある。 
  （メルマガ） 
④専用の研修会がある。 
⑤表彰制度がある。 

【既存インフラがある】 

・京都府との連携協定事業・表彰制度（協会審査委員） 
・協会より広報力や話題性はあり、「日本健康会議」に準ずる事業 
・セミナー、パネルデシュカッション 

京都府との連携事業 

① 

③ 

協会けんぽ 
京都支部 

平成28年度データヘルス計画・事業全体図（案） 

事業主 

【環境整備】 
・健診実施機関拡大 
・ミニドック健診機関拡大 
・無料健診機関拡大 

② 
２９年度最低目標：200社
健康経営推進事業所 

○広報 

○事業所訪問（成功事例づくり） 

○ヘルスコミュニュケーション相談窓口 

・健康経営に関する専門スタッフ 
 による事業所個別相談 
・オリジナル健康増進プログラム企画 
・きょうと健康づくり実践企業認定登録サポート 

・健康保険委員事業所、大手、問題先事業 
 所、業界団体訪問・保健指導受入依頼 

・広報拡充（頻度・健康経営内容充実） 
・家族健診案内内容充実 
・健康経営マンガ（第２弾！） 
・成功事例インタビュー（訪問） 
・血管年齢改善ポスター（アンケート集計） 

推進強化 

事業所DB化＝健康経営推進 
          事業所登録 

グレードアアップ 
登録推奨 

健康経営推進事業所 
本人・家族 

２９年度目標：100社取組み 
１６ 
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